
ひと目でわかる新技術２０１１（埼玉県農林総合研究センター）

イネの穂枯性細菌病を防ぐ技術

１ 内穎褐変病

２ もみ枯細菌病

（病害虫防除技術担当 TEL 0480-21-1114）

気候温暖化に伴い「内穎褐変病(ないえいかっぺんびょう)」、「もみ枯細菌病」な

ど、イネの穂枯性細菌病が発生して、イネの種子生産に障害が出ています。

そこで、それらの病気を効果的に防ぐ方法を開発しました。

①『内穎褐変病菌』は、穂が出る前 20 日頃に粒状の農薬を 3kg/10a まき、

穂が出始める頃に液状の農薬を散布すると、効果的に防ぐことができます。

②『もみ枯細菌病』では、種子を 15 分間 60℃の湯に漬けて消毒してから

育苗し、穂が出る前に粒状の農薬をまき、穂が出始めた頃に液状の農薬を散
布すると防ぐことができました。
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（キヌヒカリでの内穎褐変病防除効果）

病穂率

発病度
防除価

81

47

59 62 58

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

（彩のほほえみ もみ枯細菌病防除効果）

病穂率

発病度

防除価

穂が外に出る前は病原菌は見られ

ませんが、外に出る(出穂)とすぐ

に菌が付着し、急激に増殖するこ

とが明らかとなりました。

穂が出る 20 日前頃に、プロベナゾー

ル粒剤（右のグラフではＯＭ）、ま

たはピロキロン粒剤（グラフではＫ）

を施用し、穂の出始めにオキソリニ

ック酸水和剤（グラフではＳ）を散

布すると、効果的に内穎褐変病を防

ぐことができます。

種子を 60℃・15 分間で温湯消毒

して育苗・田植えをします。

穂が出る 20 日前頃にプロベナ

ゾール粒剤（左のグラフではＯＭ）

を 3kg/10a 施用し、穂の出始めに

オキソリニック酸水和剤（グラフ

ではＳ）1,000 倍液の散布により、

防除効果が得られます。


